
開館時間 

9：30～18：30 

休館日 

 

 

 

〇雑誌リサイクルフェア 

日時：5月 27日（土）から 6月 4日（日） 

午前 9時 30分から午後 6時 30分 

※なくなり次第終了となります。 

場所：雑誌コーナー前 

 

〇おはなしのじかん 

日時：6月 24日（土）午後 2時 から 

場所：2階 視聴覚室 
 3. 

7月図書館カレンダー 
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☆6 月 30 日（金）・7 月 28 日（金）は

館内整理日のため休館いたします。 

  

一般閲覧室 

6 月の 

展示テーマ 
医療 

今月は医療をテーマに展示しております。 

医療に関する本や医療を題材にした小説を多くそろえていますので、

ぜひお手に取ってみてください。 

 チーム・バチスタの栄光 海堂 尊／著 宝島社 2006.2 

 

 Q健康って? よしもと ばなな／著 幻冬舎 2011.8 

 

 ライオンのおやつ 小川 糸／著 ポプラ社 2019.10 

 

 疲れないからだになる鉄分ごはん  

ワタナベ マキ／著，蒲池 桂子／栄養監修 家の光協会 2020.2 

 

 60代からの鎌田式ズボラ筋トレ 疲れない太らないボケない 

鎌田 實／著 エクスナレッジ 2021.11 

 

 スマホ失明 川本 晃司／著 かんき出版 2022.12 

 

 

 

6月図書館カレンダー 
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＼まだまだあるよ！／ 

  

 
 

   

 

 

 

〈一般〉「スカーレット・レター」  

  五十嵐貴久 著／実業之日本社 

  

                        

 

 

 

〈児童〉 「こしたんたん」  

りとうようい 作／絵本館  

 

こしたんたん（虎視眈々）と獲物を狙っているトラの様

子が描かれています。まるで人間のようにコロコロと変わる

トラの表情に目が離せなくなってしまうかも！？ 

思わずふふっと笑ってしまう、楽しいお話です。 

 

 

〈一般〉 「みんなの節電生活  

省エネのプロが教える」 

木村 俊雄 著／自由国民社 

 

〈児童〉 「りりかさんのぬいぐるみ診療所  

パンダのなみだ」 

かんのゆうこ 作／北見葉胡 絵／講談社 

 

 

 

お父さんありがとう！ 

 
 おとうさん・パパ・おとうちゃん 

みやにし たつや／作・絵 鈴木出版 1996.2 

 

 おとうさんがおとうさんになった日 

長野 ヒデ子／作 童心社 2002.5 

 

 ぼくとパパ セルジュ・ブロック／作，金原 瑞人／訳  

講談社 2007.5 

 

 イチロくん 竹内 通雅／作 ポプラ社 2010.3 

  

 おとうさんはうんてんし 平田 昌広／作，鈴木 まもる／絵  

佼成出版社 2012.9 

 

 やせいのパパ フィリップ･バンティング／作，堀江 里美／訳  

化学同人 2022.4 

 

 

 

今月は「お父さん」をテーマに絵本等を展示しております。 

ぜひお手にとってみてください。 

6 月の 

展示テーマ 

 

りりかさんは「りりかぬいぐるみ診療所」で働くお医者さ

ん。不思議な力を使って、ぬいぐるみだけではなく、持ち

主の心も癒します。ぬいぐるみと持ち主の絆を繋ぐりりか

さんのお話はどこか優しく、一歩踏み出す勇気がもらえま

す。 

 

 

著者は元東京電力福島第一原発のエンジニア。思うと

ころあって、今は電気のことを知り尽くした「セツデン侍」と

して「賢者の節電」を説いています。 

 「電気には、電気にしかできないことをお願いするべし」 

さて、その真意は？ 

 

 

編集者の春川澄香は、作家の山科和美と打ち合わせを

するために岩手県に向かいます。宿に着き部屋に行くと、

一通の赤い封筒があって・・・？次々と起こる不可解な

現象、その先にある衝撃の結末とは！？ 

一部ホラー描写があるので、苦手な方はご注意ください。 

 


